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県土劉融自の所管する平成26年度歳入歳出決算につきまして、お手元の「弔成

26年度三車県歳入歳出決算に関する説明書」に基づき、ご説明申し上げます。

【一般会計の歳入の状況】

5 まず、一般会計の歳入ですが、県土霊備部関係、といたしましては、

予算現額 965億 7,495万 4,053円

調定額 852億 2,529万 7,822円

収入済額 851イ意 8,338万 8,660円

不納欠損額 462万 4,757円

10 収入未済額 3, 728万 4,405円

となっていますユ

それでは、歳入決算の詳細について！頓次ご説明申し上げます二

15 まず、第7款「分担金及び負担金Jのうち、県土壁備部関係は、 44頁、第2項f負

担金」第4自「土木費負担金」ですが、

予算現額 10億 8,889万 7,617円

調定額 8億 9,179万 8,110円

収入済額 8億 9,170万 8,990円

20 収入未済額 8万 9,120円

となっています。

これは、道路、溜湾、都市計直庫業等の施行に伴う受益市町の負担金が主なもの

です。

収入済額の主なものは、

科

道路改築費生翫負担金

宮JI［堰堤管理費負担金

目

1 

収入済額（円）

2億 785万円

1 億 7,088万 3,367円



＼ 

科 目 ｜収入済額（円）

街路整備・交付金事業費地元負担金 ！ 1億 6,.403万 6,201円

なお、予算現額と収入済額との差額 1億 9,718万8,627円 l土事業の一部を繰

り越したことに伴い、翌年度収入となるもの等て寸。

次に、第8款「使用料及び手数料」のうち、県土整備部関係、は、まず、 48頁、第

5 1項「使用料」第1目「総務使用料Jの一部ですが、これは、建物の一部を使用さ

せることによる建物使用料収入で、収入済顎は36万 3,821円となっています。

10 

次に、 50頁、第7目「土木使用料jですが、

予算現額 17億 6,113万 5,000円

調定額

収入済額

収入未済額

となっています。

17億 6,983万 8,886円

17億 6,744万 3,426円

239万 5,460円

これは、道路敷、河川｜等の占用許可に伴う使用料、県営住宅の家賃等で、七

15 収入済額の主なものは、

20 

科 目 収入済額（円）

公営住宅使用料 7億 627万 9,467円

道路敷使用料 5億 5,909万 1,658円

水利使用料 2-0意以071万 2,909円

また、収入未済額の主なものは、公営住宅使用料 204万 7,875円です二

次に、 62頁、第2項「手数料j第7目「土木手数料jですが、

予算現額 2億 4,224万 5,000円

調定額

収入済額

となっていますコ

2億： 5,563万 8,950円

2億： 5,563万 8,950円

2 



これは、建設業許可等に伴う手数料です。

収入済額の主なものは、

科 目 収入済額（円）

建設業許可等手数料 1億 3,358万 6,380円

屋外広告物許可手数料 4, 237万 2,700円

建築確認申請手数料 3, 584万 1,000円

次に、第9款「国庫支出金」のうち、県土整備部関係、は、まず、 74頁、第1項「国

5 庫負担金J第6r:J r土木費負担金jですが、

予算現額 111億 6,725万 6,755円

調定額 84億 726万 4,627円

収入済額

となっています。

10 これは、公共土オ覗設の新設、改良等に伴う国庫負担金です。

84億 726万4,627円

収入済額の主なものは、

科 目 収入済額（円）

防災・安全交付金 47億 3,752万 1,655円

道路橋りょう新設改良費負担金 21イ意 3, 482万 2,040 円

社会資本割詰総合交付金 7億 2,331万 6,836円

砂崩費負担金 5億 1,149万 39円

河川改良費負担金 2億 1,175万 6,455円

なお、予算現額と収入済額との差額 27億 5,999万 2,128円は、事業の一部を

繰り越したことに伴い、翌年度収入となるもの等ですユ

15 次に、 76頁、第8目 f災害復旧費負担金」のうち、「災害封礎旧費負担金jで

すが、

時

撤

糊

予

調

収

58億 5,597万 8,000円

36億 2,108万 9,000円

36億 2,108万 9,000円

3 



5 

となっていますO

これは、公共::bl咽設災害の復旧事業に伴う国庫負担金です。

なお、予算現顧と収入済額との差額 22億 3,488万 9,000円は、事業の一部を

繰り越したことに伴い、翌年度収入となるもの等で七

次に、 96夏、第2項 f国庫補助金j第7目「土木費；補助金」ですが、

予算現額 108億 2,514万 6,359円

調定額

収入済額

82億 9,406万 4,105円

82億 9,406万 4,105円

10 となっています。

15 

これは、防災・安全交付金等の国庫補助金です。

収入済額の主なものは、

科 目 収入済額（円）

防災・安全交付金 63億 9,361万 2,276円

ネ士会資本朝請総合交付金 17億 6,918万 1,599円

道路橋りょう新設改良費補助金 8, 266万 2,000円

なお、予算現顧と収入済額との差額 25-0意3,108万 2,254円は、事業の一部を

繰り越したことに伴い、翌年度収入となるもの等です。

次に、 108頁、第3:r貫「委託金」第7目「土木費需主金jですが、

予算現額 401万 1,000円

調定額 363万 4,161円

収入済額 363万 4,161円

20 となっています。

これは、国の統計、調査事業等の委託金です。

次に、第10款「財産4又入jのうち、県土整備部関係は、まず、 112頁、第1項「財

産運用収入j 第1目「財産貸付収入」の一部ですが、

4 



才
一
一

23万 5,000円

32万 309円

28万 8,810円

3万 1,499円

5 となっています。

これは、普通財産である廃浜敷の貸付けに伴うものです。

次に、第2目「利子及明己当金jの一部ですが、これは、基金の利子収入で、収

入済額は 65万 8,458円となっています。

10 

次に、第2項「財産売払収入j第1目「不動産売払収入jの一部ですが、これは、

廃道敷等の土地売払収入で、収入済額は 411万 6,560円となっています。

次に、第2目「物品売払収入」の一部ですが、これは、不用となった公用車等の

15 売払収入で、収入済額は 157万 3,560円となっていま士一

次に、 114頁、第3目「生産物売払収入」のうち「河川｜海岸道路等生産物その他

売払収入j ですが、これは、河川の砂利等の売払収入で、収入済額は

6, 517万 5,176円となっていま7仁

20 

次に、第12款「繰入金jのうち、県士劉南部関係は、 120頁、第1項「特別会計

繰入金J第1目「他会計繰入釦の一部ですが、これは、流域下水道事業特別会計

からの繰入金で、収入済額は 8,575万 5,000円となっています二

次に、第2項「基金繰入金j第1目「基金繰入金Jの一部ですが、これは、財政

25 調整基金等からの繰入金でよ収入法額は 39億 9,502万 5,002円となっています。

5 



次に、第13款「繰越金」のうち、県土整備部関係は、 122頁、第1項「繰越金j

第 1目「繰越金」の一部です：が、これは、前年度からの事業の繰越しに伴う繰越金

で、収入済額は 103億 1,895万 6,998円となっていますO

5 次に、第14款 f諸収入Jのうち、県土霊備部関係、は、まず、 124頁、第1項「延

滞金、加算金及び過料等」第1日「延滞金Jの一部ですが、これは、河JI慌用料等

の延滞金で、収入済額は 8万 7,901円となっていま七

次に、第2J頁「県預金利子」第1目「県預金利子jの一部ですが、これは、県営

10 住宅の敷金に係る預金利子で、収入済額は 80万円となっています二

15 

次に、 126頁、第4項 f貸付金元和J4.又入」第l3日「土地開発公社関寸金元制収入j

ですが、これは、用地取得を推進するために、先行取得資金として三重県土地開発

公社に貸し付けた資金¢適量金で、収入済額は 35億円となっています。

次に、 132頁、第5現「受託事業収入J第5目「土木関係受託事業収入」ですが、

予算現額 6億 1,944万 7,324円

調定額 4億 7,707万 5,724円

収入済額 4億 7,707万 5,724円

20 となっていますO

これは、公共事業に関連して、県内市町等の事業を受託したことによるものです。

なお、予算現額と収入清額との差額 l億 4,237万 1,600円は、事業の一部を繰

り越したことに伴い、翌年度収入となるもの等です。

25 次に、 134頁、第8目「災害復旧関係受託事業収入jですが、

予算現頚 8,501万 3,000円

6 



調定額

収入済額

となっています。

2, 397万 2,000円

2, 397万 2,000円

なお、予算現額と収入済額との差額 6,104万 1,000円は、事業の精算による不

5 用額で吹口

次に、第6項「収益事割以」第1目「宝くじ収入」の一部ですが、収入済額は 26

億 6,531万 593円となっています二

10 次に、第8項「雑入J第2目「雑入jの一部ですが、収入済額は 2億 3,757万 147

円となっています。

収入済額の主なものは、力ド工事設詐積算システムの運用に係る市町からの利用

料収入等です。

15 次に、 138頁、第3目「過年度収入Jの一部ですが、

20 

予算現額 2,645万 9,000円

調定額 5,901万 1,448円

収入済額

不納欠損額

収入未済額

となっています。

2, 733万 4,476円

462万 4,757円

2, 705万 2,215円

収入済額の主なものは、測量設計談合に係る弁償金 2,462万 1,745円、公営住宅

使用料 128万 1,490円です。

収入未済額の主なものは、公営住宅使用料 .671万 7,304円ですが、これについ

25 ては潮崎又同謹帯保証人に対し適日朝雀告を行うとともに必要に応じて財産調査を

実施するなど、収納に努めていますっ己

7 



不漁内欠損額は、岸壁荷揚場その他使用料等に係るものです。

次に、第5目「弁償金」の一部ですが、

予算現額 1, 130万 2,000円

5 調定額 894万 4,858円

収入済額

収入未済額

となっていますo

123万 6,736円

770万 8,122円

収入済額の主なものは、砂防工事に係る弁償金です。

10 収入未済額の主なものは、砂防工事に係る弁償金 573万 3,000円ですが、これ

については債務者から分割納付とする旨の誓約書が提出されており、後年度にl収納

予定となっているものです。

次に、第6目「違約金及び蕗ザF利息Jの一部ですが、

15 予算現額 98万 1,000円

調定額 425万 2,428円

収入済額 424万 4,439円

収入未済額 7,989円

となっています二

20 収入済額の主なものは、難色解除遺駒金です。

25 

次に、第15款「県債jのうち、県土整備部関係は、まず、 148頁、第1項「県債J

第6目「土木債j ですが、

予算現額 385億 6,400万 円

調定額

収入済額

371億 4,400万円

371億 4,400万円

8 



となっていますユ

これは、公共か櫛設の新設、改良等の事業に充当したものです。

収入済額の主なものは、

科 目 収入済額（円）

直轄道路事業負担金充当 102億： 8,400万円

直轄河川事業負担金充当 71億： 8,900万円

道路整備交付金事業費充当 43イ意 6,700万円

地方道路整備（改築）事業費充当 16億 7,600万円

道路樹守交付金事業費充当 15億 500万円

砂防艶語交付金事業費充当 14億 3,300万円

公共土y櫛畝酔管理費充当 11億： 6,000万円

なお、予算現額と収入済額との差額 14億 2,000万円は、事業の4 を繰り越し

5 たことに伴い、翌年度収入となるもの等です。

10 

次に、 156貰、第9目「災害復旧債」の一部ですが、

予算現額 49億 3,900万円

調定額

収入済額

となっています二

33イ意 8,900万円

33億 8,900万円

これは、公共土オ描設災害の復旧事業に充当したものです三

収入済額の主なものは、

科 目 収入済額（円）

平成25年災害か！議旧費充当 Bイ意 5,900万円

平成26年災害::bl礎！日費充当 5億 8,900万円

平成23年発的i害直蕗負担金充当 4イ意： 8,700万円

なお、予算現額と収入済額との差額 15億 5,000万円は、事業のす日を繰り越し

15 たことに伴い、翌年度収入となるもの等です。

以上、一般会計の歳入決算の概要についてご説明申し上げました。引き続き、一

9 



般会計の歳出決算の概要についてご説明申し上げます。

10 



ら

【一般会計の麗出の状況（土木費）］

まず、一般会計のうち、土木費の歳出決算についてご説明申し上げます。

388頁、第8款「土木費Jのうち、県土盤南部関係は、

予算現額

支出済額

翌年度繰越額繰越明許費

事晶繰越

不用額

987億 4,340万 6,503円

851億 4,769万 7,896円

131億 8,403万 6,693円

7, 227万 844円

3億 3,940万 1,070円

10 となっています。

15 

20 

それでは、土木費の歳出決算の詳細について順次ご、説明申し上げま士一

まず、第1項「土木管理費jです。

第1回「土木定機費jは、

予算現額

支出済額

翌年00操越額繰越明許費

不用額

となっていまTo

支出済額の主なものは、

205億 6,085万 3,494円

196イ意 7,405万 4,829円

8億 2,984万 2,734円

5,695万 5,931円

事業目名 支出済額 概 要

公共金持樹酔管理費 87億 3,938万 1,436円
公共土木施設の僻管理経費
（県単）

管理費 67億 8,660万 1,122円
事業費支弁以外の職員の人併費

及lJ.県士盟書昔日の共通経費

11 



事業日名

公共事業用地先行取得資金

貸付金

公共用地制等対策費

検査管理事議費

なお、翌年鹿憐撞しは、

公共±7f胡設維持管理費

県単災害関連推進事業費

です。

支出潮頁 概 要

公文事業に係る用地先行取得資金
35億 円

の三阜県土地開発公社への貸付金

3億 7,235万 9,023円
三車県土地開発公社への用地制等

業務に係る委託淵等

1 -0意 192万 1,110円 工事検査に要する経費

7億 388万 3,954円

1億 2,595万 8,780円

5 これらは、用地交渉の難航、施工計画の調整等に不測の日時を要したことにより、

10 

やむを得ず繰り越したもので示。

また、不用額の主なものは、管理費の執行残です。

次に、 390頁、第2目「建設難時監督費Jは、

予算現額

支出済額

不用額

となっていま士一

5,869万 7,000円

5,803万 5,629円

66万 1,371円

支出済額は、建設業j去に基づく許可等に要し丸経費です。

15 なお、不用額の主なものは、建設期：陣幕監腎事務に係る需用費の執行残です。

20 

次に、 392頁、第3目「建築指導費」は、

予算現額 5,403万 円

支出済額

翌年J3t;操越額繰越明許費

不用額

4,003万 7,750円

94万 5,000同

1, 304万 7,250円

12 



となっています。

支出済額の主なものは、

事業目名 支出済額 概 要

，~ 

建築基準法樹子費 3,317万 2β6円
建築基準法に基づく建築確認審

査、許可等に要する経費

宅地建協取引業法抱行費 431万 4,691円
宅地建防取引業法に基づく免許、

登録等に要する経費

開発管理費 226万 2,638円
開発行為等に関する許可及び開発

審査会等に要する経費

なお、翌年度繰越しは、

建築基準法樹子費 94万 5,000円です二

5 これは、施工計画の調整等に不測の日時を要したことにより、やむを得ず繰り越

10 

15 

したものです。

また、不用額の主なものは、建築基準法施行費の執行残です。

次に、第2:r頁「道路橋りょう費jです。

まず、 394頁、第1目 f道路橋りょう総務費Jは、

予算現額 8億 4,908万 9,968円

支出済額

翌年度繰越額繰越明許費

不用額

となっています。

支出済額の主なものは、

事業日名

6億 6,482万 3,940円

1億 8,118万 7,000円

307万 9,028円

支出済額 概 要

高速道路関連施設劉請対策
3｛意 9,565万 円

高速道路に関連した施設等の整備

事業費 に係る経費（県単）

道路施設管理費 1億 1,532万 8,000円 道路照明等に要する経費

高規格幹線道路建設佃隼費 6,696万 2,940円
新名神高速道路の用地開専対策に

係る経費（県単）

13 



なお、翌年度繰越しは、

高温萱路関連施設整備対策事業費 1億 2,440万円等です三

これらは、用地交渉の鶏抗、施工計画の調整等に不測の日時を要したことにより、

やむを得予繰り越したものです。

5 また、不用額は、高規格幹線道路建設促進費の新子残です。

10 

15 

次に、 396頁、第2目「道路橋りょう紺靖」は、

予算現績 77億 3,670万 5,938円

支出済額

翌年度繰越額繰越明許費

不用額

66億 777万 3,569.円

11億 2,602万 3,665円

290万 8,704円

となっています。

支出済額の主なものは、

事業目名

道路網較付金事業費

土7同鍛パトロ］ル費

県単災害闘除施設費

道路・J@f,司対策事業費

県単道路荷量安全対策費

なお、翌年.[!5操越しは、

道路維持交付金事業費

県単災害防除施設費

道路啓開対策事業費

等です。

支出済額 概 要

道路施設の修繕や災害悶~必I設・
41億 25万 400円 お亘安全施設の整備等を行う事業

（国補）

9億 5,678万 8,296円
維持管理業務に従事するか櫛設

パトロール員の人件費等

5億 8,551万 l,coo円
落石等の災害を未然に防止する施

設の整備等を行う事業

大規模地震・津波の発生時に、孤
5イ意 605万 2,873円 立が臆念される熊野瀧沿情出或の

援助・救援シトトを確保する事業

4f意3,948万 7,000円
指蓋・自転車現背道・貯護柵等

の指萱麦全指設の整備事業

7億 9,834万 4,000円

1億 6,111万 円

1億 704万 7,665円
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これらは、用地交渉及的高償処哩の難航、施工計画の調整等に不測の日時を要し

たことにより、やむを得予繰り越したものです。

また、不用額は、土y櫛設パトローノレ費の執布残です。

5 次に、 398頁、第3目［道路橋りょう新設改良費jは、

予算現顔 355億 5,895万 3,970円

支出済額

翌年度繰越額繰越明許費

不用額

304イ意 9,867万 5, 612円

49億： 5,765万 4,664円

l億 262万三 694円

10 となっていま吹己

支出済額の主なものは、

事業目名

道路整備交付金事業費

直草書道路事業負担金

国補道路改築費

地方道路整備（改捕事業費

県単道路改築費

封也方特定道路整備政調事

業費

道路災害関連事業費

防衛施割司辺整備費

なお、翌年度繰越しは、

道路整備交付金事業費

支出済額 概 要

広域道路ネットワークにおける課
122 t意 249万 8,650円 題に対応した道路整備を行う事業

個補

102イ意 9,931万 4,529円
国土謁亘省が樹子ずる道路事業に
対する負担金

35億 2,985万 円
幹線道路の脚醤やバイパス等の整

備を行う事業

26億 1,249万 600円
地域の課題に対応した斡線道路網
等沈整備を行う事業（県単）

7 億 5,564万 1,971円
地域の課題に対応しf謹路整備を
行う事業

広域道路ネットワ）クにおける課
5 fl 3, 594万 6,COO円 題に対応した道路整備を行う事業

（県単）

道路災害儀所において、未被災箇

4億 3,549万 2,880円
所を含tr-寸塞の施設に対し、改良

費を加えて実施する改良事業（国
補）

l億 1,021万 7，印0円
補防）衛施設周辺地域の改良事業（国

33億 7,408万 8,000円

15 



地方道路整備（改鶏事業費

国補道路改築費

県単道路改築費

等です。

6イ意 9, 774万 9,400 円

6~意 6,848万円

2イ意 1, 733万 7,264円

5 これらは、用地交渉及的南償処狸の難航、施工計画の調整等に不測の日時を要し

たことにより、やむを得ず繰り越したものです。

また、不用額の主なものは、道路災害関連事業費の執行残です。

次に、 400頁、第3項「河川海岸費jです。

10 

まず、第1自「伺＂）11総務費Jは、

予算現額 11億 2，担4万 9,000円

支出済額 9億 1,700万 5,108円

翌年島操越額繰越明許費 2~意： 169万 円

15 不用額 575万 3,892円

となっています。

支出済額の主なものは、

事業団名 支出済額 概 要

間｜闘査費 3億 3,219万 8,000円
河川の計画や測量に係る調査費

（県単）

宮川堰堤管理費 1イ意 963万 9,243円 宮川ダムの維持管理に係る経費

宮川堰堤維持費 1億 289万 4,0CD円 宮川ダムの意飼寺修繕費（県単）

なお、翌年鹿繰越しは、

河川｜調査費 1億 1,405万円等です。

20 これらは、施工計画の調整等に不測の日時を要したことにより、やむを得ず繰り

越したものです。

また、不用額の主なものは、宮川i堰堤管理費の執行残で士一

16 



5 

10 

次に、 402頁、第2目「河川改良費jは、

予算現額 134億 4,634万 9,244円

支出済額

翌年度繰越額繰越明許費

不用額

1171!意9,570万 6,283円

15億 6,141万 4,439円

8,922万 8,522円

となっていますユ

支出済額の主なものは、

事業自名 支出済額 概 要

国土交通省等が施行する河川改

直輯可jI障害義負担金 71億 9,051万 503円 修、ダム建設事業等に対する負担

金

広域開｜｜改修費 14億 4,565万 2,000円
一級河JI［の指定区間及び二級将］｜｜
の改修事業（国補）

小規模な護岸改修等の河jII局部改
県単河川局部改良費 12億 6,097万 8,120円

良事業

河川陸備交付金事業費 10億 3,275万 4,535円
一級河川の指定区間及び三級河・；1 I 
の改修事業（国補）

河川災害箇所において、未被災箇

問｜｜災害関連事業費 3億 7,946万 2,918円
所を含·~寸車の施設に対し、改良

費を加えて実施する改良事業（国
補）

河川！の災害が激甚であって、災害

復旧のみでは充分な効果か期待で

間 II災害助成事業費 2億 1,402万 8,287円 きない場合に、助成費を加えてー

定計画のもとに施行する改良事業

（国補）

伊勢湾沿岸地墳で津波・高鞠によ

地震・高潮対策河川事業費 1~意 4,341 万 6,080 円 る被害を防止するための河川改修

事業（国補）

流域単位での水害・土砂災害対策

l河JI！総合流域坊災事業費 1 -0意2,142万 4,000円 の施設整備及びソフト対策事業

（国補）

なお、翌年度繰越しとして、結措明詰費は、

河川整備交付金事業費

県単河川局部改良費

河川災害関連事業費

8億 805万 8,000円

2億 4,614万 8,000円

2億 339万 646円
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f明 IJ災害助成事業費

災害対策等緊急事業推進費

等です。

1億 5,379万 7,793円

1億 5,002万 円

これらは、用地交渉及的市償処理の賄抗、施工計画の調整等に不測の日時を要し

5 たことにより、やむを得予繰り越したものです。

また、不用額の主なものは、河川災害関連事業費侵託事業）の執行残です。

次に、 404頁、第3目「砂防費Jは、

予算現額 67億 2,274万 127円

10 支出済額 45億 6,595万 7,132円

翌年j蹴劇錦頁繰越明許費 20億 7,056万 2,829円

事古跡継 7,227万 844円

不用額 1,394万 9,322円

となっています。

15 支出済額の主なものは、

事業目名 支出済額 概 要

土砂災害から県民の生命、財産を

守るため、砂）~右堰堤、擢静の土

砂防整備交付金事業費 17億 3,419万 98円 砂災害防止施設を樹首するととも
に、土砂災害警戒区域等の指定に

向けf己基礎調査を行う事業

土石流対策のための堰堤設置工事

国橋通常砂防費 9億 l,147万 6,208円 やi美b育保全工事を行う通常砂防事

業

弔或幻年9月広療報こより発生した
砂防激甚災害対策特別緊急

6億 604万 l,080円 激宮ょ災害調Lヘ寝是明鶏移揺さE
事業費

事を行う蹴韓程楠

急j齢 i地崩壊危険区域内の自然農

国補念！齢↓地崩壊対策費 4イ意 740万 2,734円 に対Uo/睦工事や法面工事を行う

急傾斜地崩壊対策事業

砂防設備災害笛所において、来

砂防災筈閉塞事業費 2億 4,267万 4,156円 被災箇所を含む一連の施設に対

し、改良費を加えて実施する改良

18 



県単通常砂防費

国補砂防等調査費

なお、翌年度繰越しは、

砂防割首交付金事業費

事業（国補）

2億 1,689万 1,745円
国補事業の対象とならない小規模

な通常砂i防事業

1億 9,799万 2,276円
土砂災害警戒区域等の指定に向け

た基礎調査を行う事業

17イ意 7,203 万 7,902 円

砂防激甚災害対策特別緊急事業費 1億 8,329万 円

等で、事故繰越は、

5 砂防災害関連事業費 7, 227万 844円ですユ

これらは、用地交渉及。沖帝償処理の難航、施工計画の調整等に不測の日時を要し

たことにより、やむを得ず繰り越したものでTo

また、不用額の主なものは、県単通常砂防費の彰府残です。

10 次に、 406頁、第4白「海岸保全費Jは、

予算現頴 36億 2,768万 7,194円

支出済額

翌年島側額繰越明言午費

不用額

15 となっています。

支出済額の主なものは、

事業目名

27億 2,604万 3,265円

9億 119万 1,825円

45万 2,104円

支出済額 概 要

高潮等による被害を未然に防止す

海岸高潮対策（海岸）費 15億 5,196万 3,684円 るための人工リーフ設置等を行う

事業個補）

県単海岸鵬改良費 7億 8,401万 l,143円
海岸保全施設の機能向上を図る事

業

井田嶋岸緊急保全事業費 2｛意 870万 4,312円
井田地区海岸に侵食対策の養浜工

を施工する事業（県単）

なお、翌年度繰越しは、
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海岸高潮対策（海岸）費

県単海岸局部改良費

等です。

6億 4,540万 8,096円

11,意8,975万 6,850円

これらは、施工計画の言曜欝李に不測の日時を要したことにより、やむを得ず繰り

5 越したものです。

10 

また、不用額の主なものは、海岸台帳整備事業費の耕一残です。

次に、 408頁、第5目「水防費Jは、

予算現額 1,426万 円

支出済額

不用額

となっています。

1, 414万 6,262円

11万 3,738円

支出済額は、水防倉庫の資材の補充等に要した経費です。

15 次に、第4J頁「港湾費jですユ

20 

まず、第1目「港湾管理費Jは、

予算現額

支出済額

翌年度繰越額繰越明間費

不用額

となっています。

支出済額の主なものは、

事業目名

滞考管理費

港湾調査費

4, 516万 7,000円

3, 777万 8,774円

523万 円

215万 8,226円

支出済額 概 要

2,499万 7,774円 港湾施設の管理費用

1, 127万 円
港湾事業・計画に伴う調査費

（県単）
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港湾統デ計調査費

なお、翌年度繰越しは、

補寄調査費 523万円て寸。

溜湾の開発利用及び管理に関する
151万 1,000円｜

調査費（思補）

これは、施工計画の調整等に不測の日時を要したことにより、やむを得ず練り越

したものです二

5 また、不用額の主なものは、掛零管理費の執行残です。

10 

15 

次に、 410頁、第2目「港湾建設費Jは、

予算現額

支出済額

翌年毘操越額繰越明許費

不用額

21億 4,923万 1,568円

17億 5,896万 2,760円

3億 8,234万 4,537円

792万 4,271円

となっていますO

支出済額の主なものは、

事業目名

海岸侵食対策（滋湾）費

直蒋港湾事業負担金

海岸高｝朝対策（港湾）費

国補港湾改修費

なお、翌年度繰越しは、

国補港湾改修費

海岸侵食対策（港湾）費

等で士一

支出済額 概 要

6億 1,0%万 9,700円 海岸の侵食を防止する事業（国補）

4億 975万 4,309円
国土損益省、が樹子ずる溜湖毎岸事

業に対する負担金

3億 6,913万 8,400円
高潮等による被害を未然に防止す

るための事業（岡市）

2億 7,386万 1,000円
重要港湾及び地方補導施設の建設

改良等を行う樹湾改修事業

l億 5,527万 円

1億 4,689万円

これらは、補償処理の期抗、施工計画の調整等に不測の日時を要したことにより、

やむを得ず糠り越したもので
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10 

15 

また、不用額の主なものは、由補獄事災害関連事業費の執行残で七

次に、第3目「港湾諸費Jのうち、県土整備部関係は

予算現額 7,586万 5,000円

支出済額

となっています。

7,586万 5,000円

支出済額は、樹曙部信事業特別会計への繰出金です。

次に、 412頁、第5項「都幅十画費」です。

まず、第1目「都市計画総務費」は、

予算現顔

支出済額

翌年昆操越額五越明一許費

不用額

となっています。

支出済額の主なものは、

7,294万 6,542円

6,451万 8,054円

350万円

492万 8,488円

事業目名 支出済額 概 要

景観まちづくりプロジェク
5, 105万 円

住民や市町との協働により修景整

ト事業費 備を行う事業（県単）

熊野古道道路景観整備事業
300万 円

熊野古道沿いの県管理道路の修景

費 整備を行う事業（県単）

美しい景観づくり推進事業
297万 2,973円

市町が行う景観施策の実現のため

費 の支援事業（県単）

なお、翌年度繰越しは、

都市計画策定事業費 350万円です。

20 これは、施工計画の調整等に不測の日時を要したことにより、やむを得ず繰り越

したものです。
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10 

15 

また、不用額の主なものは、都市計画策定事業費の執行残です二

次に、 414頁、第2目「土地区画整理費」は、

予算現額 8,294万 9,458円

支出済額

となっています－，，

支出済額の主なものは、

事業目名

土地区間整理交付金事業費

次に、第3呂「街路事業費」は、

予算現額

支出済額

翌年毘繰越額繍撞明許費

不用額

となっていますO

支出済額の主なものは、

事業目名

8,294万 9,458円

支出済額 概 要

組合施行の土地区画整理事業（国
8,229万 1,000円

補）

21億 5,483万 3,000円

13億 8,510万 2,000円

7億 6,973万 円

1, 000円

支出済額 概 要

市都世内の都市計画道路を整備す

街路整備交付金事業費 7億 4,335万 5,000円 る社会資本整備総合交付金事業

国補街路事業費

地方道路整備（径酪）事業費

なお、翌年島領越しは、

街路整備交付金事業費

国補街路事業費

等です。

（国補）

5億 4,804万 円
市部血内め都市計直髄路を翻首す

る国府街路事業

3,407万 5,000円
補助事業とー併比割前る街路

事業（県単）

4億 402万円

3億 3,791万円
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10 

15 

これらは、施工計画の調整等に不測の日時を要したことにより、やむを得ず繰り

越したもので七

次に、 416頁、第4目［公園費」は、

予算現額 9億 3,491万 3,000円

支出満額 7億 9,311万 685円

翌年度繰越額縮瞳明許費 1億 4,180万 2,000円

不用額 315円

となっていますO

支出済額の主なものは、

事業百名 支出済額 概 要

県単久唱歌闘苧g浬費 2億 6,449万 3,000円 県営都市公園の維持管理事業

直蕗公園事業負担金 1億 8,358万 3,685円
国土交通省が施行する国営公

国事業に対する負担金

国補公園事業費 l億 6,437万 6,000円 県営都市公閣の謝罪諜

都市仏＼園安全対策事業費 l億 6,277万 円
県営都市公園施設の修繕・更

新事業個補）

なお、翌年毘繰越しは、

国補公園事業費 l億 369万円等です。

これらは、施工計画の調整等に不測の日時を要したことにより、やむを得世繰り

越したものです。

次に、 418頁、第5目「下水道事業費」は、

予算現額 24億 7,848万 9,000円

支出済額

となっていますo

24億 7,848万 9,000円

20 支出済額の主なものは、
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事業目名 支出済額 概 要

新識下水道事業費 19イ意仏982万 9,000円 流域下水道事業問リ会計への繰J出金

下水道事業諸費 5億 5,703万 円
市町の下水道事業を促進するための

補助金等

次に、 420頁、第6項「住宅費」で吹日

まず、第1目「住宅管理費」は、

5 予算現額 7億 9,706万 6,000円

支出済額 7イ意 5,807万 3,226 円

翌年度繰越額繰越明司費 1,854万 円

不用額 2,045万 2,774円

となっています。

10 支出済額の主なものは、

事業自名 支出済額 概 要

公営住宅管理費 6億 2,126万 l,970円 県営住宅の臨ま暗

住まい安心支援事業費 1億 793万 1,652円
住まいの而擢化を推進するための

事業等

住環境劉静業費 2, 395万 1,000円
尉主環境の整備を行う住環境整備
事業

なお、翌年度繰越しは、

住まい安心支援事業費 1,854万円です。

これは、施工計画の調整等に不測の日時を要したことにより、やむを得ず繰り越

したものですユ

15 また、不用額の主なものは、住まい安心支援事業費の駒子残で七

次に、第2目「住宅建設費」は、

予算現旗 1億 9,813万 田川
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支出済額

翌年鹿繰越額繰越明許費

不用額

となっています二

1億 5,058万 9,560円

3,237万 8,000円

1, 516万 2,440円

5 支出済額は、県営住宅の高齢者仕様への住戸改善及び長寿命イ閏改善工事等を行

ったものです。

なお、翌年度繰越しは、

公営住宅建設費 3,237万 8,000円で示。

これは、施工計画の調整等に不測の日時を要したことにより、やむを得ず繰り越

10 したものです。

なお、不用額は、公営住宅建設費の執行残です。
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【一般会計の轟出の状況（災害復旧費）］

次に、一般会計のうち、災害復旧費の歳出決算についてご説明申し上げます。

第11款「災害復旧費」のうち、県土鋼需部関係として、 474頁、第2項「土木施

5 設災害復旧費」は、

10 

予算現額 110億 2,480万 3,550円

支出済額

翌年度繰越額繰越明許費

事協繰越

不用額

となっています。

71億 3,627万 5,792円

27億 1,262万 3,662円

1億 7,268万円

'10億 322万 4,096円

まず、第5目「市町村災害土オ議｜目指導監腎費Jは、

予算現顔 1, 894万 1,000円

15 支出済額 1,894万 1,000円

となっています。

支出済額は、市町施行の災害復旧事業に対する指導監督に要した経費で、す。

次に、第26百「平成23年災害土オ複！日費jは、

20 予算現額 25億 9,294万 9,401円

支出済額 17億 9,416万 9,942円

翌年度繰越額事故繰越 1億 7,268万 円

不用額 6億 2,609万9,459円

となっています。

25 支出済額件、公共か陥設の災害復旧事業に要した経費です。

なお、翌年度繰越しは、公共台揃設の復旧にあたり、施工計画の調整等に不測
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の日時を要したことにより、やむを得ず繰り越したもので士一

また、不用額は、事業の精算によるもので1仁

次に、 476頁、第28目「平成24年災害土オマ復旧費Jは、

5 予算現顔 5億 9,699万 1,849円

支出済額 3億 9,816万 8,391円

翌年度繰越額縮瞳明許費 9,087万 3,533円

不用額 1億 794万 9,925円

となっています。

10 支出済額は、公共土オ咽設の災害復旧事業に要した経費で

なお、翌年度繰越しは、公共か櫛設の復旧にあたり、施工計画の調整等に相』

の日時を要したことにより、やむを得ず繰り越したものです。

また、不用額は、平成24年災害土木（建設）復旧費の 1億794万9,925円で

すが、これは、災害復旧工事の進捗棋況を踏まえ、事業の年度割の変更を行ったこ

15 と等によるものです。

次に、第29目「平成24年県単災害台機！日費jは、

予算現顧 3億 8,744万 9,315円

支出済額 3億 7,610万 7,900円

20 不用額 1, 134万 1,415円

25 

となっています。

支出済額は、県単事業として実施する小規模な公共土オ布設の災害復旧に要した

経費で7九

なお、不用額は、事業の精算によるものです。

次に、 478頁、第30目「平成25年災害力tv復旧費jは、
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5 

予算現額 29億 7,343万 856円

支出済額 25億 5,116万 98円

翌年度縮瞳額繰越明許費 1億 6,929万 205円

不用額 2億 5,298万 553丹

となっていま7九

支出済額は、公共:bf描設の災害援旧事業に要した経費で七

なお、翌年度繰越しは、公共b防白設の復旧にあたり、用地交渉の顛搬、施工計

画の調整等に不測の日時を要したことにより、やむを得ず繰り越したものです。

また、不用額は、平成25年災害金ド（建設）復旧費の 2億 5,298万 553円で

. 10 すが、これは、災害復旧工事の進拐棋況を踏まえ、事業の年度割の変更を行ったこ

と等によるものです。

15 

次に、第31目「平成25年県単災害土オマ復旧費Jは、

予算現額

支出済額

翌年昆憐瞳額欄韮明許費

不用額

となっています。

5｛：意 235万 3,129円

3 {j意5,193万 4,127円

1億 4,756万 6,935円

285万 2,067円

支出済額は、県単事業として実施する小規模な公共土木描設の災害復旧に要した

20 経費です。

なお、翌年昆繰越しは、公共土オ嫡設の復旧にあたり、施工計画の調整等に不測

の日時を要したことにより、やむを得ず操り越したものです。

また、不用額は、事業の精算によるものですL

25 次に、 480頁、第32目「平成26年災害土オマ復旧費」は、

予算現額 34イ意 9,675万 2,000 円
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支出済額

翌年鹿操越額繰越明言午費

不用額

14億 9,145万 1,099円

20億 330万 901円

200万 回日

となっています二

5 支出済額は、公共土オ噛設の災害復旧事業に要した経費ですで己

なお、翌年度繰越しは、公共土オ胡設の復旧にあたり、用地交渉及的市償処理の

難航、施工計画の調整等に不測の日時を要したことにより、やむを得ず繰り越した

ものです。

また、不用額は、事業の精算によるものです。

10 

次に、第33目 f平成26年県単災害土オマ復旧費jは、

予算現額 ' 4億 5,593万 6,000円

支出済額 l億 5,434万 3,235円

15 

翌年度繍撞額繰越明言噴

不用額

3 -0意 159万 2,088円

677円

となっていま示。

支出済額は、県単事業として実施する小規模な公共企ド施設の災害復旧に要した

経費です。

なお、翌年島操越しは、公共土オ噛設の復旧にあたり、施工計画の調整等に不測

20 の日時を要したことにより、やむを得ずさ繰り越したものです。

以上で、一般会計の決算期要説明を終わりまして、次に、特別会計についてご説

明申し上げます。
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【港湾整備事業特別会計の麗入の状況】

まず、 569頁、説封零封南事業特別会計lこついてご、説明申し上げます三

歳入決算について、 572頁、歳入合計欄ですが、

5 予算現旗 1億 5,507万 8,000円

調定額 -! 1億 5,545万 6,298円

収入済額 l億 5,545万 6,298円

となっています。

10 まず、 570頁、第1款「使用料及び手数料Jは、

予算現頚 4,859万 5,000円

調定額1

収入済額

となっています。

4,897万 4,674円

4,897万 4,674円

15 これは、港湾施設の荷揚場の使用料収入等です。

次に、第2款「繰越金jは、

予算現顔 549万 1,000円

調定額 549万 1,143円

20 収入済額 549万 1,143円

となっていまマ九

これは、前年度からの縮瞳金です。

次に、第3款「諸収入」は、

25 予算現額 . 2,512万 7,000円

調定額 2, 512万 5,481円
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収入済額 2,512万 5,481円

となっています。

これは、県債の元利償還に伴う関連市の負担金等による収入で士一

5 次に、 572頁、第9款「繰入金Jは、

予算現額 7,586万 5,000円

調定額 7,586万 5,000円

収入済額 7,586万 5,000円

これは、一般会計からの繰入金ですo

10 
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5 

10 

【港湾整備事業特別会計の麗出の状況】

次に、歳出決算について、 574頁、歳出合計欄ですが、

予算現額

支出済額

翌年度繰越頁繰越明前費

不用額

となっています。

まず、第1目「管理費Jは、

予算現額

支出済額

翌年毘繰越額繰越明許費

不用額

となっています。

1億 5,507万 8,000円

1 億一5,323万 9,904円

87万 5,123円

96万 2,973円

1,814万 5,000円

1,630万 8,512円

87万5,123円

96万 1,365円

15 支出済額は、津ヨットハーパー及。漕t.£阪港の港湾施設の紺時理等に要した経

費です。

なお、翌年度結越しは、施工計画の調整等に不測の日時を要したことにより、や

むを得予繰り越したもので七

20 次に、第3目恰債費」は、

予算現額 1イ意 3,693万 3,000円

支出演額

不用額

となっています。

1億 3,693万 1,392円

1,608円

25 支出済額は、県債の頑lj償還金です。
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5 

また、 576頁、実質収支に関する調書の歳入歳出差引額 221万 6,394円につい

ては、 87万 5,123円を繍埠明許費に伴う翌年度へ繰り越すべき財源として、残り

の 134万 1,271円を全額翌年度へ繰り越しています三
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【流域下水道事業特別会計の麗入の状況】

次に、 577頁、流域下水道事業特別会計についてご説明申し上げまマ九

歳入決算について、 584頁、歳入合計欄ですが、

5 予算現頚 164億 4,981万7,500円

調定額

収入済額

となっていますo

138億 7,411万 3,095円

138億 7,411万 3,095円

10 まず、 578頁、第1款「分担金及び負担金jは、

予算現額 65億 9,940万 8,000円

調定額 61億 4,056万 1,587円

収入涜額 61億 4,056万 1,587円

となっていまマ九

15 これは、百蹴下水道建設事業及て滋時管理に伴う関連市町の負担金です。

「 なお、予算現額と収入済額との差額 4億 5,884万 6,413円は、事業の一部を繰

り越したことに伴い、翌年度収入となるものです。

次に、第2款「使用料及び手数草山は、

20 予算現額 2,041万 1,000円

調定額 2, 133万 186円

収入済額 2,133万 186円

となっています。

これは、流域下水道施設の使用料収入等です二

25 
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次に、第3款「国庫支出金」は、

予算現額 42億 7,311万 2,802円

調定額 羽億 331万 1,334円

収入済額 28億 331万 1,334円

5 となっています三

10 

これは、 j五域下水道施設の建設に伴う国庫負担金でマ九

予算現額と収入済額との差額 14信 6,980万 1,468円は、事業の一部を繰り越

したことに伴い、翌年度収入となるものです。

次に、第4款「繰入金」は、

予算現額

調定額

収入済額

となっています。

19億 1,002万 円

19億 1,001万 9,491円

19億； 1,001万 9,491円

15 これは、府或下水道施設の建設に要する経費等のうち、一般会計で負担すべきも

20 

25 

のについて受け入れたものです三

次に、 580頁、第5款「繰越金jは、

予算現顔 6億 3,747万 5,698円

調定額

収入済額

となっていますo

6億 3,748万 1,467円

6億 3,748万 1,467円

これは、前年度からの事業繰越し等に伴う繰越金です。
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次に、第6款「諸4以 jは、

予算現額

調定額

収入済額

290万 8,000円

376万 6,927円

376万 6,927円

5 となっています。

10 

収入済額の主なものは、浄化センターの光需水費を収納したものです二

次に、 582頁、第7款「県債jは、

予算現旗 29億 4,600万円

調定額

収入済額

となっていますっ一

22イ意 9,710万円

22億 9,710万円

これは、流域下水道施設の建設等の事業に充当したものです。

予算現額と収入済額との差額 6億4,890万円は、事業の一部を繰り越したこと

15 に伴い、翌年度収入となるものです。

20 

25 

次に、第8款「財産4叉入」は、

予算現顔 6, 048万 2,000円

調定額 6, 054万 2,103円

収入済額 6,054万 2,103円

となっています。

収入済額の主なものは、北部争化センター用地一部売払による不動産売払収入で、

す。
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【流域下水道事業特別会計の歳出の状況】

次に、歳出決算について、 586頁、歳出合計欄ですが、

予算現額

支出済顎

翌年Et繰越額繍撞明許費

不用額

となっています。

まず、第1目「訴誠下水道管理費jは、

164億4,981万 7,500円

132億 6,698万 9,475円

27億 4,047万 3,710円

4億 4,235万 4,315円

10 予算現顧 48億 6,497万 6,000円

支出済額

不用額

となっています。

支出済額の主なものは、

事業日名

北劃合岸読誠下水道（北部）

管理費

~t第沿岸詐却下水道（南部）
管理費

中勢沿岸所却下水道（松岡

笠理費

宮川流域下水道（宮｝11)管混

費

中勢制羊祈詩文下水道（雲出JI[

左岸）管理費

総務管理費

44イ意 2,264万 2, 412 円

4億 4,233万 3,588円

支出済額 概 要

15億 6,253万 8,542円
北部前争化センター等の維持管理に

係る経費

8億 3,887万2，任4円
南音防争化センター等の維持管理に

係る経費

7億 3,843万 9,517円
松阪浄化センター等の維持管理に

係る経費

6億 650万 3,748円
宮川浄化センター等の維持管理に

係る経費

5億 5,598万 3,113円
雲出j佐南争化センター等の車時

管理に係る経費

1｛意 2,030万 5,048円 流域下水道にかかる事務的経費

15 なお、不用額の主なものは、流域下水道施設の指定管理料の精算残によるもので

す。

次に、 588頁、第2目「流域下水道建設費jは、
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予算現額

支出済額

翌年度繰越額繰越明一許費

不用額

81億 8,755万 5,500円

54億 4,706万 3,740円

27億 4,047万 3,710円

1万 8,050円

5 となっています。

10 

15 

支出済額の主なものは、

事業百名 支出済額

間南中勢沿岸流域下水道
23億 6,000万 6,500円

（志あ切｜！）建設費

国補ii::勢沿岸糊貯水道
14｛意 4,556万 4,500円

（南部）建設費

国補:111勢制時却下水道
8億 3,327万 円

（北部）建設費

国補宮川流域下水道
3億 1,501万 9,800円

（由｜｜）建設費

国補中勢沿岸者ft!或下水道
2億 5,437万 1,000円

（松岡建設費

国補中勢沿岸流域下水道
1億三379万 3,000円

（雲出｜佐持）建設費

なお、翌年度繰越しは、

国補中勢船出子d或下水道（志登加JI)建設費

国補北勢佐岸mo或下水道（南部）建設費

国補中勢沿岸祈誠下水道（松｜扮建設費

国補北勢沿岸流域下水道（北部）建設費

等です。

概 要

中勢沿岸流域下水道（志登茂｝｜｜処

理回の建設事業

~t調合出窓域下水道（博諾阪盟国
の建設事業

檎沿岸沈咳下水道（北部処想図

の建設事業

官JI脆域下水道（宮JI拠想区）の

建設事業

中勢沿岸抑或下水道（私吻説盟国

の建設事業

中勢合岸流域下水道（雲出l怯岸

処湿図の建設事業

15億 8,619万 5,000円

6億 5,026万 1,000円

2イ意 1,022万 2,000 円

1億 7,902万 7,000円

これらは、施工計画の調整等に不測の日時を要したことにより、やむを得ず繰り

越したものです。

次に、 590頁、第3目下公積費」は、

予算現額 33億 9,728万 6,000円

支出済額 33億 9,728万 3,323円

39 



不用額 2,677円

となっています。

支出済額は、県債の元赤lj償還金です。

5 また、 592頁、実質収支に関する調書の歳入歳出差引額 6億 712万 3,620円に

10 

ついては、 1億 4,667万 5,242円を繰越明許費に伴う翌年度へ繰り越すべき財源

として、残りの 4億 6,044万8,378円を全額翌年度へ繰り越しています。

以上で、特別会計の決算概要説明を終わります。
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【資金不足比率の状況］

次に、報告第76号の「平成26年度決算に係る資金不足比率（特別会言村長）に

ついてjの県土劉首部関係についてご説明申し上げま1九

5 当資金不足比率は、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」第22条第1項

,10 

の規定に基づき、監査委員の審査に付した上で報告するものですユ

先ほどご説明申し上げました決算の結果、樹海整備事業特別会計、流域下水道事

業特別会計のいずれにおいても資金不足額は生じなかったため、比率は算定されま

せんでした。

以上をもちまして、県土盟関研管の歳入歳出決算及て服告事項についての概要

説明を終わらせていただきま吹己

何とぞ、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。
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